
 

 

 

 

 

 

 

平常授業が順調にスタート 

先週より６校時までの授業となり、本校

ではスムーズに平常への移行ができてい

ます。全員が、笑顔で元気に登校し、生き

生きと学校生活を送れていることを、本当

に嬉しく思います。 

 児童も職員も、マスクをつける生活が当

たり前と感じられるようになって来まし

た。少人数の中でも、３密を避けた学習活

動を行っています。下校後には職員で、教

室、特別教室、玄関、階段手すり、手洗い、

トイレなど、消毒も継続し行っています。 

 保護者の皆様には、毎日の検温、健康観

察、マスクの準備等、ご協力をいただきま

して有難うございます。 

 全国で感染者が減少し、様々な分野での

制約が解けつつありますが、今後も油断す

ることなく感染防止に努めていきましょ

う。 

 

 学校への多くの支援に感謝！ 

① 豚座建設さん 

昨年度３学期、出前授業と校内整備作 

  業でお世話になりましたが、先週、体育館

側面の一輪車置き場に、雨が降りこまな

いようにとひさしを取り付けてください

ました。複数の作業の方々やクレーン車

まで出してくださり、立派なひさしがで

きびっくりしました。子どもたちが大好

きな一輪車が、ますます使いやすくなり

ました。有難うございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 蕨岡消防分団さん 

２８日に小中合同でプール掃除を予定 

していますが、それに先立って消防ポンプ

の点検を兼ねて、蕨岡消防分団さん４名が

プール掃除をしてくださいました。凄い勢

いで洗浄し、ゴシゴシ床面をこすってくだ

さいました。少人数となり、プール掃除が

なかなか大変となる中で、本当に助かりま

す。お忙しい中、暑い中を有難うございま

した。 

③ 豊崎由美さん 

蕨岡在住、市の読み聞かせボランティ 

アとして月に一度、本校にきてくださる豊

崎さんから、児童と職員全員に手作りのマ

スクを贈っていただきました。 

 一つひとつ丁寧にミシンで作られたも

ので、立体的になっていて顔にしっくりと

なじみます。児童用は、赤やピンク、青や

緑の柄物で、見ていて楽しくなります。今、

まさに必需品、心のこもった贈り物を有難

うございました。大切に使わせていただき

ます。 

             （裏面へ） 

蕨岡小学校便り わらたけ 

いきいき すくすく 元気な わらびっ子    Ｎｏ，４ 

 

 

2020年 5月 27日（水） 

四万十市立蕨岡小学校 

校長室から（文責石川） 



第１回土曜授業（４時間公開） 

ご参観、有難うございました。 

  長い休校のため４月の家庭訪問や参観日

が実施できていなかったこともあり、5月の

参観日の予定だったこの日は、４時間公開

にし、ご都合の良い時間に授業を観に来て

いただくという形を取りました。お忙しい

中、ほとんどのご家庭に参加をしていただ

き有難うございました。 

  感想が寄せられていましたので、紹介し

ます。貴重なご意見に感謝します。 

 

  「丁寧な言葉遣いが出来ていて、すごいと

思いました。姿勢も良かったです。」 

 

  「複式授業ってどんな感じかなあ…と思い

つつ行った事でしたが、先生と児童の連携、

１年生と２年生との連携が上手に取れてい

て、とても良い授業でした。１年生はまだ授

業に慣れていないのに、静かに集中してお

勉強できていましたし、２年生は自分の意

見がしっかりと言えていました。 

  これからも楽しく授業を受けてもらいた

いです。最後に、私たち親も意見を言う事が

出来て、授業に参加した気分で帰った事で

した。」 

 

１年生、上手に発表できました！ 

   先週の生活朝会で、１年生が自己紹介の

発表をしてくれました。 

  自分の顔を画用紙に大きく描いて、名前

と好きな食べ物や動物などを堂々と発表出

来ました。 

  発表後、上級生からたくさん褒められま

した。クラスのリーダーである２年生の七

彩さんも、「１年生はとても上手にできてよ

かったです。練習の時と同じようにあがら

ずに言えてよかったです。」としっかりとし 

た感想を伝えてくれました。 

 

 

入賞、おめでとう！ 

 高知新聞社「読もっか」 

 令和元年度ベスト記者だより賞受賞 

  ６年（現中１年） 有田莉奈 

  ５年（現 ６年） 山本心美 

 

 一昨年度の「こども記者大賞」に続き、昨年

度も多くの記事を投稿する中で、上記の素晴

らしい賞をいただきました。高知新聞社から、

表彰式にも来ていただきました。記事内容を

紹介します。（抜粋） 

 2018年度、（ ）にしっかり気持ちを書き、

会話文で人と人とのつながりをえがいて、最

優秀のこども記者大賞にかがやいた蕨岡小。

伝統は受け継がれています。 

しかも―。泣いたこと。苦手なこと。新聞

には、少しはずかしくてなかなか書けない話

です。山本さん「はずかしかったけど、みん

なに『すごいね』って言われたんで書けまし

た。」有田さん「確かに泣き顔は見られたく

ない。でも、心美ちゃんのがんばりを大勢の

人に知らせたかった。それに…書き残さない

と忘れる。大事なことでも。」 

公開授業でみんなが緊張する中、最初に発表

した山本さん。その姿を見た有田さんが「す

ごい」とつづりました。教室の様子が目にう

かぶような文章でした。読んで心が温かくな

りました。ベスト記者だより賞です！！ 

 


